
エリヤ──旧約聖書の祈り ９ 

 列王記上第１７、１８、１９章から 
2013/07/24  2013/09/25 

 
１. 舞台と時代 

シドンのサレプタ 17 章  カルメル山 18 章  ホレブ 19 章 
紀元前 9 世紀 北王国イスラエル アハブ王の時代 
 
 

２. 新約聖書のエリヤ 

 「六日の後、イエスは、ただペトロ、ヤコブ、ヨハネだけを連れて、高い山に登られた。イエ

スの姿が彼らの目の前で変わり、服は真っ白に輝き、この世のどんなさらし職人の腕も及ばぬ

ほど白くなった。エリヤがモーセと共に現れて、イエスと語り合っていた。」マルコ 9:2-4 

 
 
３. エリヤの祈り１  列王記上 17章 
「彼は主に向かって祈った。『主よ、わが神よ、あなたは、わたしが身を寄せているこのやもめ

にさえ災いをもたらし、その息子の命をお取りになるのですか。』 

彼は子供の上に三度身を重ねてから、また主に向かって祈った。『主よ、わが神よ、この子の命

を元に返してください。』」17:20-21 

 
 

４. エリヤの祈り２  列王記上 18章 

「アブラハム、イサク、イスラエルの神、主よ、あなたがイスラエルにおいて神であられるこ

と、またわたしがあなたの僕であって、これらすべてのことをあなたの御言葉によって行った

ことが、今日明らかになりますように。わたしに答えてください。主よ、わたしに答えてくだ

さい。そうすればこの民は、主よ、あなたが神であり、彼らの心を元に返したのは、あなたで

あることを知るでしょう。」18:36-37 

 

 

５. エリヤの祈り３  列王記上 19章 

「主よ、もう十分です。わたしの命を取ってください。わたしは先祖にまさる者ではありませ

ん。」19:4 

「わたしは万軍の神、主に情熱を傾けて仕えてきました。ところが、イスラエルの人々はあな

たとの契約を捨て、祭壇を破壊し、預言者たちを剣にかけて殺したのです。わたし一人だけが

残り、彼らはこのわたしの命をも奪おうとねらっています。」19:10､14 

  


